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(3) 長崎通信妬49 (2)
I
㈲
『
季
刊
・
長
紙
鄭
罐
櫨
一
季
刊
と
い
う
こ
と
で
、
年
に
四
回
の
刊
行
を
当
初
約
束
し
た
の
だ
が
、
ま
が
り
な
り
に
も
予
定
通
り
刊
行
が
で
き
た
。
印
刷
の
部
数
も
は
じ
め
は
ひ
か
え
め
に
し
て
い
た
が
、
結
果
と
し
て
は
各
号
二
千
五
百
部
の
発
行
が
で
き
た
。
し
か
し
、
会
員
、
読
者
拡
大
の
面
で
い
ま
一
歩
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
被
爆
体
験
の
聞
き
書
き
や
手
記
な
ど
の
内
容
は
、
か
な
り
充
実
し
て
き
た
と
い
う
評
価
を
受
け
て
い
る
。
口
『
長
崎
通
信
」
刊
行
「
証
言
一
ニ
ー
ス
」
を
「
長
崎
通
信
」
に
か
え
て
、
会
の
活
動
の
案
内
な
ど
を
季
刊
と
併
行
し
て
発
行
す
る
。
財
政
的
な
弱
さ
か
ら
〃
号
と
嶋
号
は
手
書
き
の
プ
リ
ン
ト
に
す
る
。
し
か
し
、
読
み
易
さ
の
面
か
ら
見
て
、
印
刷
に
も
ど
す
必
要
が
あ
り
、
⑲
号
か
ら
は
元
の
活
字
に
も
ど
す
予
定
。
読
者
や
会
員
か
ら
の
投
稿
が
い
ま
す
こ
し
多
け
れ
ば
と
思
う
。
⑤
新
し
い
歴
史
の
転
機
に
立
っ
て
今
年
の
夏
、
長
崎
は
反
核
運
動
に
お
け
る
一
つ
の
転
機
を
経
験
し
ま
し
た
。
い
や
、
ま
だ
転
換
の
き
ざ
し
に
す
ぎ
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
だ
が
、
昨
年
の
国
連
軍
縮
特
別
総
会
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
国
際
世
論
や
内
外
の
平
和
教
育
運
動
の
高
揚
に
、
よ
う
や
く
長
崎
が
目
ざ
め
は
じ
め
た
こ
と
は
疑
え
ま
せ
ん
。
八
月
九
日
の
「
平
和
宣
言
」
に
示
さ
れ
た
原
爆
投
下
責
任
の
追
求
、
核
廃
絶
と
被
爆
者
援
護
法
実
現
へ
の
要
求
、
あ
る
い
は
若
い
世
代
へ
の
参
加
と
継
承
の
呼
び
か
け
、
こ
れ
ら
は
、
原
水
禁
世
界
大
会
で
採
択
さ
れ
た
「
長
崎
か
ら
の
ア
ピ
ー
ル
と
と
も
に
、
長
崎
に
お
け
る
反
原
爆
運
動
の
新
段
階
を
告
げ
る
も
の
で
あ
り
、
長
崎
市
民
と
全
国
民
、
全
人
類
の
当
面
す
る
緊
急
課
題
の
提
示
で
も
あ
り
ま
す
。
長
崎
の
証
言
運
動
は
、
「
核
兵
器
廃
絶
・
被
爆
者
援
護
・
戦
争
体
験
原
爆
体
験
の
思
想
化
と
継
承
」
と
い
う
共
通
課
題
の
実
現
を
め
ざ
す
、
党
派
を
こ
え
た
草
の
根
市
民
運
動
と
し
て
、
こ
の
十
余
年
核
廃
絶
へ
の
歴
史
的
使
命
を
自
覚
し
燕
証
言
運
動
の
い
っ
そ
う
の
前
進
を
／
、
ｌ
長
崎
の
証
言
の
会
総
会
へ
の
報
告
と
提
案
ｌ
長
崎
の
証
言
の
会
運
営
委
員
会
第
二
次
証
言
運
動
の
経
過
報
告
及
び
会
計
中
間
報
告
間
取
り
く
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
第
一
次
証
言
運
動
の
十
年
間
を
総
括
し
、
私
た
ち
は
、
「
歴
史
の
証
言
か
ら
歴
史
の
変
革
へ
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
揚
げ
ま
し
た
。
こ
こ
に
第
二
次
第
一
年
度
の
活
動
を
総
括
す
る
に
あ
た
り
、
私
た
ち
は
今
こ
そ
、
一
九
八
○
年
代
へ
の
新
し
い
歴
史
の
転
換
点
に
立
っ
て
い
る
こ
と
を
自
覚
し
、
あ
ら
た
な
決
意
を
も
っ
て
、
証
言
運
動
の
い
っ
そ
う
の
前
進
に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
②
私
た
ち
の
反
省
と
今
後
の
課
題
昨
年
の
総
会
で
は
、
第
二
次
運
動
に
つ
い
て
次
の
課
題
を
確
認
し
ま
し
た
。
①
私
た
ち
ひ
と
り
び
と
り
が
戦
争
と
原
爆
の
告
発
者
、
平
和
の
に
な
い
手
と
し
て
燃
え
、
自
発
的
な
草
の
根
の
市
民
運
動
を
構
築
す
る
。
②
『
季
刊
・
長
崎
の
証
言
』
を
「
平
和
と
反
原
爆
を
め
ざ
す
被
爆
者
と
市
民
の
ひ
ろ
ぱ
」
と
し
て
、
長
崎
・
広
島
を
起
点
と
す
る
日
本
と
世
界
の
民
衆
の
反
戦
反
核
運
動
の
交
流
、
平
和
思
想
形
成
に
役
立
て
る
。
③
反
原
爆
と
平
和
に
生
き
る
権
利
の
追
求
を
軸
に
、
多
面
的
な
生
活
記
録
、
⑤
月
例
会
毎
月
九
日
を
会
の
集
会
の
日
に
決
め
て
い
た
が
、
何
回
か
流
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
例
会
に
限
ら
ず
、
月
に
何
回
か
を
運
営
委
員
会
や
事
務
局
集
会
な
ど
の
会
を
定
例
化
に
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。
い
く
ら
か
、
集
会
活
動
が
少
な
か
っ
た
こ
と
を
反
省
し
た
い
。
四
『
長
崎
の
証
言
」
市
民
講
座
の
開
催
青
年
、
婦
人
、
労
働
者
な
ど
市
民
を
対
象
に
平
和
、
原
爆
問
題
、
歴
史
、
記
録
、
文
学
、
編
集
、
校
正
、
平
和
教
育
等
の
連
続
講
座
、
お
よ
び
公
開
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
を
行
う
よ
う
に
し
て
い
た
が
、
ス
タ
ッ
フ
の
手
う
す
さ
か
ら
今
年
度
は
取
組
み
が
で
き
な
か
っ
た
。
次
年
度
の
重
点
的
な
取
組
み
と
し
て
期
待
し
た
い
。
⑤
そ
の
他
の
と
り
く
み
①
原
爆
問
題
研
究
普
及
協
議
会
等
へ
の
参
加
Ｎ
Ｇ
Ｏ
被
爆
問
題
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
活
動
を
継
承
し
て
昨
年
七
月
に
発
足
し
事
務
局
長
岡
村
進
●0D
1
I
創
作
活
動
、
平
和
研
究
、
平
和
教
育
の
広
範
な
国
民
文
化
運
動
を
推
進
す
る
。
④
機
関
誌
・
通
信
を
武
器
と
す
る
会
員
読
者
の
拡
大
。
組
織
財
政
の
確
立
。
以
上
の
四
つ
の
課
題
を
ふ
ま
え
て
、
以
下
に
、
そ
の
成
果
と
反
省
、
今
後
の
課
題
を
あ
げ
て
み
ま
す
。
帥
「
季
刊
・
証
言
」
の
成
果
と
課
題
『
季
刊
・
証
言
』
の
定
期
刊
行
と
会
員
読
者
の
拡
大
は
、
証
言
運
動
全
体
の
中
心
課
題
で
あ
る
が
、
こ
の
一
年
間
の
実
践
の
結
果
は
、
事
業
報
告
（
別
掲
）
の
通
り
、
毎
号
二
、
五
○
○
部
、
約
一
三
○
頁
、
全
体
と
し
て
充
実
し
た
内
容
で
編
集
刊
行
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
内
容
に
つ
い
て
は
、
特
集
の
構
成
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
座
談
会
等
の
企
画
、
証
言
記
録
、
作
品
、
書
評
、
論
文
、
実
践
記
録
そ
の
他
、
全
体
と
し
て
事
前
の
準
備
の
不
足
や
突
込
み
の
浅
さ
な
ど
も
散
見
さ
れ
、
今
後
の
持
続
的
追
求
と
蓄
積
が
必
要
で
あ
り
、
会
員
読
者
の
率
直
な
批
評
と
相
互
批
判
を
期
待
す
る
。
し
か
し
、
年
刊
か
ら
季
刊
へ
移
行
し
て
、
前
に
倍
す
る
時
間
と
労
力
を
要
し
な
が
ら
、
運
動
と
情
況
に
マ
ッ
チ
し
た
機
動
的
な
編
集
で
、
地
方
の
自
主
出
版
の
水
準
を
超
え
る
タ
イ
ム
リ
ー
な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
な
う
こ
と
が
で
き
た
。
今
後
さ
ら
に
、
国
内
外
の
広
範
な
被
爆
者
、
市
民
の
参
加
、
と
く
に
青
年
と
婦
人
、
労
働
者
た
ち
の
積
極
的
な
誌
面
構
成
へ
の
参
加
に
よ
る
、
質
的
向
上
、
量
的
拡
大
を
は
か
り
た
い
。
②
反
「
む
つ
」
の
取
組
み
昨
年
十
月
、
佐
世
保
Ｓ
Ｓ
Ｋ
で
修
理
の
た
め
に
入
港
し
た
が
、
今
だ
に
修
理
の
メ
ド
さ
え
た
っ
て
い
な
い
。
政
治
的
に
ふ
り
ま
わ
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
被
爆
県
長
崎
へ
も
っ
て
き
た
こ
と
は
、
被
爆
者
の
感
情
を
ふ
み
に
じ
り
、
核
に
対
す
る
ア
レ
ル
ギ
ー
を
解
消
す
る
政
治
的
な
作
為
で
あ
り
、
日
本
の
核
保
有
Ⅱ
核
武
装
の
布
石
と
し
て
見
逃
せ
な
い
行
為
で
あ
る
。
む
つ
問
題
を
考
え
る
県
民
会
議
は
十
月
十
五
日
に
抗
議
の
集
会
を
も
ち
デ
モ
行
進
を
し
た
が
証
言
の
会
も
こ
れ
に
積
極
的
に
参
加
し
た
。「
む
つ
」
誘
置
に
対
す
る
科
学
的
な
分
析
、
検
討
が
今
後
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
③
核
実
験
に
抗
議
の
座
り
込
み
証
言
の
会
、
被
災
協
、
被
爆
教
師
の
会
、
全
電
通
被
爆
協
を
中
心
に
市
民
の
参
加
も
得
て
、
一
九
七
四
年
八
月
か
ら
た
会
Ⅱ
事
務
局
と
し
て
は
積
極
的
に
参
加
し
て
活
動
に
参
加
し
て
い
る
。
こ
の
会
で
は
昨
年
十
一
月
に
援
護
法
に
つ
い
て
の
研
究
会
、
今
年
三
月
十
日
に
平
和
教
育
に
つ
い
て
の
研
究
会
を
も
つ
な
ど
、
総
合
的
な
原
爆
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
今
後
は
医
療
、
調
査
、
援
護
法
、
平
和
、
国
際
な
ど
の
部
会
を
も
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
活
動
を
展
開
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
｜
’
～
● ●
口
会
員
。
読
者
拡
大
と
組
織
強
化
機
関
誌
・
通
信
の
内
容
を
高
め
る
こ
と
と
、
会
員
読
者
の
拡
大
と
は
不
可
分
で
あ
る
。
だ
が
、
マ
ス
コ
ミ
に
よ
る
情
報
過
多
、
テ
レ
ビ
・
マ
ン
ガ
・
ス
テ
レ
オ
の
時
代
に
、
い
か
に
反
戦
反
原
爆
の
思
想
原
理
を
つ
ら
ぬ
く
か
、
至
難
の
事
業
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
魅
力
的
な
誌
面
づ
く
り
に
努
め
る
と
と
も
に
、
会
活
動
の
強
化
、
毎
月
の
例
会
や
編
集
部
・
事
務
局
の
活
発
化
、
会
員
ひ
と
り
び
と
り
の
自
発
的
参
加
に
よ
る
会
運
営
の
大
衆
化
、
と
い
う
内
部
努
力
と
、
会
員
読
者
の
持
続
的
な
拡
大
が
不
可
決
と
な
る
。
”
新
規
事
業
企
画
と
財
政
確
立
『
ナ
ガ
サ
キ
の
証
言
』
（
青
木
書
店
）
は
会
財
政
に
大
き
く
寄
与
し
た
が
、
今
後
も
『
長
崎
平
和
案
内
』
（
高
校
生
版
）
等
の
企
画
や
『
長
崎
の
証
言
』
の
残
本
販
売
に
努
め
、
機
関
誌
や
通
信
の
定
期
刊
行
、
常
勤
者
へ
の
謝
礼
確
保
な
ど
、
会
財
政
の
確
立
を
は
か
り
た
い
。
②
外
国
人
被
爆
者
の
支
援
強
化
長
崎
原
爆
被
災
協
そ
の
他
と
提
携
し
つ
つ
、
長
崎
在
外
被
爆
者
を
支
援
す
る
会
の
活
動
を
強
化
す
る
こ
と
は
緊
急
の
課
題
で
あ
る
。
朝
鮮
人
被
爆
者
の
実
態
調
査
と
救
援
、
在
韓
・
在
米
被
爆
者
、
被
爆
補
虜
兵
士
た
ち
と
の
交
流
と
証
言
作
成
、
元
米
進
駐
軍
被
爆
兵
士
た
ち
や
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
の
被
爆
者
た
ち
へ
の
支
援
と
連
帯
、
外
国
人
原
爆
犠
牲
者
追
悼
碑
建
立
等
の
課
題
が
山
積
し
て
い
る
。
核
実
験
に
抗
議
の
座
り
込
み
を
続
け
て
い
る
。
現
在
、
百
三
回
（
九
月
二
十
五
日
現
在
）
を
数
え
て
い
る
が
、
市
民
平
和
大
行
進
の
日
に
は
市
長
を
は
じ
め
平
和
団
体
も
含
め
て
、
四
・
五
十
名
の
参
加
を
得
た
。
今
の
ま
ま
、
核
の
エ
ス
カ
レ
ー
ト
が
続
け
ば
、
核
に
よ
る
地
球
の
汚
染
は
も
と
よ
り
、
核
拡
散
、
核
戦
争
な
ど
の
危
険
性
は
高
ま
る
ば
か
り
で
あ
る
。
原
爆
を
知
ら
な
い
核
保
有
国
の
民
衆
に
ナ
ガ
サ
キ
・
ヒ
ロ
シ
マ
の
被
害
の
実
情
を
知
ら
せ
、
核
の
お
そ
ろ
し
さ
を
自
覚
さ
せ
「
自
国
の
行
っ
て
い
る
核
保
有
の
お
ろ
か
し
さ
を
痛
感
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
④
原
水
禁
瘤
世
界
大
会
へ
の
参
加
今
年
は
ほ
ぼ
完
全
な
形
で
世
界
大
会
が
統
一
さ
れ
た
こ
と
は
大
き
く
評
価
す
べ
き
だ
と
思
う
。
し
か
し
統
一
の
内
容
は
ま
だ
十
分
で
な
く
、
運
動
の
前
進
は
ま
だ
ま
だ
と
い
っ
た
と
こ
ろ
と
言
え
そ
う
だ
。
特
に
「
む
つ
」
問
題
に
つ
い
て
の
考
え
方
が
立
場
に
よ
っ
て
ば
ら
ば
ら
な
見
解
だ
っ
た
し
、
地
元
、
長
崎
で
す
ら
正
面
か
ら
取
組
め
な
い
状
況
だ
っ
た
ｐ
会
と
し
て
は
、
統
一
を
評
価
し
な
が
ら
、
核
兵
器
の
廃
絶
と
被
爆
者
援
護
の
面
で
の
運
動
の
前
進
を
強
く
望
ん
で
い
る
。
特
に
年
に
一
回
の
お
祭
り
と
言
わ
れ
な
い
よ
う
に
日
常
の
活
動
に
す
べ
て
（
八
・
ヘ
ー
ジ
に
つ
づ
く
）
1
1
｜
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